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第
３
回
定
例
会
は
６
月
２
日
か
ら
17
日
ま
で
の
16
日
間
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
、
専
決
処
分
の
報
告
４
件
、
そ
の
ほ
か
の
報
告
４

件
、
専
決
処
分
の
承
認
15
件
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
ほ
か
補
正

予
算
４
件
、
条
例
の
制
定
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
工
事

請
負
契
約
締
結
１
件
、
売
買
契
約
１
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
受
理
・
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

購入者が限定され、買いたくても買えない？！

令和元年度一般会計補正予算（第８号）

報

告

・
令
和
元
年
度
一
般
会
計
予
算

　
の
繰
越
報
告
に
つ
い
て

・
令
和
２
年
度
一
般
財
団
法
人

　
総
合
開
発
公
社
事
業
計
画
及

　
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

承

認

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

　
入
湯
税
、
地
方
消
費
税
交
付

金
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
補
助

金
、
繰
入
金
、
町
債
な
ど
で
歳

入
減
、
歳
出
は
支
出
が
抑
え
ら

れ
、
総
額
で
３
億
９
８
９
１
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
消
費
税
増
税
に
伴
う

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
は
、

購
入
者
が
子
育
て
・
非
課
税
世

帯
に
限
定
さ
れ
た
た
め
、
売
り

上
げ
額
で
９
０
４
０
万
円
ほ
ど

が
売
れ
残
り
、
１
億
１
５
５
９

万
円
の
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
１
８
１
万
円
減
額
し
、
総
額

１
億
７
５
８
６
万
円
と
し
ま
す
。

渡
辺
　
正
男

　
こ
の
予
算
の
土
台
に
な
っ
た

平
成
30
年
度
第
3
回
国
保
運
営

協
議
会
で
は
、
保
険
税
資
産
割

減
額
の
諮
問
に
対
し
、
据
え
置

き
と
の
異
例
の
答
申
が
出
た
。

担
当
は
「
据
え
置
い
て
も
基
金

は
４
５
０
０
万
円
取
り
崩
し
に

な
る
」
な
ど
と
、
委
員
の
不
安

を
煽あ

お
る
よ
う
な
ミ
ス
リ
ー
ド
が

あ
っ
た
。
今
回
補
正
で
は
、
保

険
給
付
が
大
幅
減
で
、
基
金
は

ほ
と
ん
ど
減
ら
な
い
。
高
い
保

険
税
を
そ
の
ま
ま
に
一
人
６
万

円
以
上
も
の
基
金
を
貯
め
込
む

よ
う
な
や
り
方
は
是
正
す
べ
き
。

 

反
対
討
論

　定例会の冒頭、小林央議
員から申し出があり、４月
30日付けでの辞職を受理
したと報告がありました。
理由は一身上の都合。

小林   央議員 辞職

専

決

処

分

令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
５
３
６
５
万
円
減
額
し
て
、

総
額
16
億
８
５
７
５
万
円
と
し

ま
す
。　

令
和
元
年
度
有
線
放
送
電
話
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　
５
２
９
万
円
減
額
し
て
歳
入

歳
出
予
算
を
７
０
２
５
万
円
と

し
ま
す
。

商品券１億1300万円分売れ残る
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第３回定例会
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
12
億
７

０
６
３
万
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
82
億
２
９
０
３
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
国
庫
補
助
金
の
特
別
定
額
給

付
金
は
、
４
月
27
日
時
点
で
住

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
に
一
人
当
た
り
10
万
円
給

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
補
助
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
い
る
子
育
て
世
帯
で
、
児
童

手
当
を
受
給
す
る
世
帯
に
対
し

て
臨
時
特
例
の
給
付
金
（
一
時

金
）
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
商
工
振
興
費
は
、
県

・
町
連
携
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
協
力
金
・

支
援
金
（
町
負
担
金
）
で
す
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

国
庫
補
助
金

　
特
別
定
額
給
付
金

　
　
　
　
12
億
２
５
５
０
万
円

子
育
て
世
帯
給
付
金

　
　
　
　
　
　
１
３
８
３
万
円

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
３
１
３
０
万
円

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

特
別
定
額
給
付
金
費

　
　
　
　
12
億
２
５
５
０
万
円

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

事
業
費　
　
　
１
３
８
３
万
円

商
工
振
興
費　
３
１
３
０
万
円

工
事
請
負
契
約
の
締
結

元
災
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

工
事  

準
用
河
川 

伊
沢
川

契
約
金
額
１
億
３
８
０
５
万
円

契
約
の
相
手
方　
㈱
下
田
土
建

　
　
　
落
札
率　
　
99
・
66
％

売
買
契
約
の
締
結

塵
芥
車
の
購
入

契
約
金
額　
　
　
８
３
１
万
円

契
約
の
相
手
方　
㈱
中
野
車
両

　
　
　
落
札
率　
　
83
・
44
％

工
事
請
負
契
約
の
締
結

売
買
契
約
の
締
結

定
額
給
付
金
等
に
係
る
補
正

２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

専
決
処
分
の
承
認

（第１号）

感染症対応 地方創生臨時交付金  8288万円 各支援事業に活用

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
７

６
２
万
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
83
億
７
８
２
６
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

国
庫
補
助
金

１
億
０
６
７
７
万
円

基
金
繰
入
金

　
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

▲
２
８
６
２
万
円

　
ふ
る
さ
と
基
金
繰
入
金

▲
１
２
０
０
万
円

雑
入（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
）

　
　
　
１
８
９
０
万
円

町
債
（
教
育
債
）３

８
０
万
円

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

感
染
症
対
応 

地
方
創
生
臨

時
交
付
金
活
用
事
業 

８
３
１
０
万
円

小・中
学
校
パ
ソ
コ
ン
設
置
費

　
　
　
　
３
８
８
０
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補

助
金
（
戸
狩
区
他
３
件
）

１
８
９
０
万
円

い
の
ち
を
守
る
森
づ
く
り
事
業

　
　
　
▲
１
３
３
０
万
円

夏
ま
つ
り 

山
ノ
内
ど
ん
ど
ん

　
　
　
　
▲
４
０
０
万
円

地
域
の
元
気
・
魅
力
づ
く
り

事
業　
　
　
▲
１
０
７
万
円

消
防
団 

大
会
等
出
場
費

 

▲
１
０
６
万
円

教
育
費 

会
計
年
度
任
用
職

員
費　
　
　
　
１
３
７
万
円

新型コロナウイルス感染症対応  地方創生臨時交付金活用事業一覧

内  容 金額
（千円） 事業概要

1 拡大防止協力企業等特別支
援事業（県と連携） 31,300 県・市町村連携事業で県の営業自粛要請

等に応じた事業者対象に 30 万円を支給。

2 制度資金保証料補給金 20,000 
既存予算 1 千万円に対し、5/29 実行分
で 810 万円支出見込のため、プラス 1
千万円を想定。

3
町内観光団体の会費の負
担軽減対策  （団体育成事
業  観光連盟要望書対応）

10,000 売上等の減少を考慮し、各団体が会費
等を減免した場合に減額分を町が補助。

4
拡大防止協力企業等特別
支援事業（町単独  観光連
盟要望書対応 ）

10,000 
県と連携した支援金【30 万円】の交付
を受けられなかった方に 10 万円の給付
金を交付。

5 公共施設遮へい板設置  1,300 公共施設の窓口に遮へい板設置 （実施済
み）。

6 空気清浄機購入   
 （空間安全安心確保事業）  3,500 児童施設、学校等へ 20 台程度購入予定。

7 オゾンガス除染装置等  4,600 
発生するオゾンが、周辺環境のウイル
スや菌を除染。中野市・当町各 1 台購
入予定。

8 備蓄用感染症対策用品購
入  2,000 災害発生時に避難所が開設された場合に

備え、感染症対策用品を予め備蓄する。

9 学校関係消毒液等  400 小・中学校に感染予防対策用の消耗品（消
毒液、容器等を購入）10 万円× 4 校分。

合　　　　　　計 83,100 

渡
辺
　
正
男

　
か
つ
て
な
い
緊
急
事
態
の
中

と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
政
策
が

議
会
に
事
前
説
明
が
な
く
、
い

き
な
り
議
案
提
案
さ
れ
た
こ
と

は
残
念
。
議
会
は
住
民
の
意
見

を
集
約
し
、
代
表
し
て
討
論
す

 

賛
成
討
論

る
こ
と
で
民
意
を
反
映
し
よ
う

と
い
う
機
関
で
あ
り
、
政
策
の

「
形
成
・
決
定
・
執
行
・
監
視
・

評
価
過
程
」
の
全
般
に
わ
た
っ

て
大
き
な
権
限
を
有
し
て
い
る
。

本
補
正
は
、
町
独
自
の
支
援
策

も
求
め
ら
れ
る
ま
さ
に
政
策
的

な
も
の
で
あ
り
、
事
後
報
告
の

よ
う
な
形
に
す
べ
き
で
は
な
い
。
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第３回定例会
　
消
費
税
増
税
に
と
も
な
い
低

所
得
者
の
保
険
料
を
軽
減
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
制
定
・一
部
改
正

介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　
地
方
税
法
改
正
に
と
も
な
う

改
正
。
全
て
の
ひ
と
り
親
家
庭

に
対
し
て
公
平
な
税
制
を
実
現

す
る
観
点
か
ら
「
婚
姻
歴
の
有

無
に
よ
る
不
公
平
」
と
「
男
性

の
ひ
と
り
親
と
女
性
の
ひ
と
り

親
の
間
の
不
公
平
」
を
同
時
に

解
消
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

「
寡か

夫ふ

」
の
用
語
を
「
ひ
と
り

親
」
に
改
め
、
税
制
上
の
措
置
、

控
除
を
見
直
し
ま
す
。
ま
た
、

所
有
者
不
明
土
地
等
に
つ
い
て
、

固
定
資
産
税
の
課
税
上
の
課
題

税
条
例
等
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
税
に
お
け
る

賦
課
限
度
額
の
引
上
げ
と
軽
減

判
定
所
得
を
見
直
す
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正

　
新
た
に
傷
病
手
当
金
を
創
設

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
業
務

災
害
以
外
の
理
由
に
よ
る
病
気

や
ケ
ガ
の
療
養
の
た
め
仕
事
を

休
ん
だ
場
合
に
、
所
得
保
障
を

行
う
制
度
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
療
養
の
た

め
に
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

支
給
期
間
は
最
長
1
年
6
か
月
。

後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
同
様
に
傷
病

手
当
金
を
創
設
す
る
も
の
で
す
。

国
際
交
流
員
任
用

条
例
の
制
定

　
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青

年
招
致
事
業
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ

ラ
ム
）に
よ
り
、町
に
お
い
て
国

際
交
流
活
動
等
を
行
う
国
際
交

流
員
の
勤
務
条
件
を
定
め
る
も

の
で
、全
国
一律
の
内
容
で
す
。

税
条
例
の
一
部
改
正

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
等
に
係
る
徴
収
猶
予
、
寄
附

金
税
額
控
除
の
特
例
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
特
例

を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

行
政
手
続
等
に
お
け

る
情
報
通
信
の
技
術

の
利
用
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報

通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

法
律
」
（
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ

ン
化
法
）
が
改
正
さ
れ
、
「
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政

推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
（
デ

ジ
タ
ル
行
政
推
進
法
）
と
法
律

名
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
を
受

け
て
の
改
正
で
す
。

　
法
律
改
正
の
目
的
は
、
情
報

通
信
技
術
を
活
用
し
、
行
政
手

続
等
の
利
便
性
の
向
上
や
、
行

政
運
営
の
簡
素
化
効
率
化
を
図

る
た
め
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
関
す
る
基
本
原
則
及
び
行
政

手
続
き
の
原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
化

の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
本
人
確
認

を
可
能
と
す
る
条
項
の
追
加
、

手
数
料
納
付
に
つ
い
て
、
電
子

納
付
に
よ
る
手
法
を
可
能
と
す

る
条
項
の
追
加
、
情
報
連
携
に

よ
る
添
付
書
類
の
省
略
を
可
能

と
す
る
条
項
の
追
加
が
主
な
内

容
で
す
。
本
条
例
改
正
に
よ
り

各
手
続
き
で
は
、
条
例
を
改
正

せ
ず
に
、
規
則
で
対
応
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
（
賛
成

9
、
反
対
2
）
。

渡
辺
　
正
男

　
こ
の
改
正
は
、
戸
籍
法
や
健

康
保
険
法
の
改
定
と
あ
わ
せ
、

戸
籍
情
報
や
保
険
情
報
を
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
と
ひ
も
づ
け
し
、
カ

ー
ド
の
普
及
促
進
を
狙
う
も
の
。

出
自
や
家
族
関
係
な
ど
の
機
微

反
対
討
論

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

傷
病
手
当
金
を
新
設

に
対
応
す
る
た
め
、
所
有
者
情

報
の
円
滑
な
把
握
や
課
税
の
公

平
性
確
保
に
向
け
て
の
改
正
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

行
政
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化

な
個
人
情
報
を
行
政
が
一
体
で

管
理
す
る
た
め
、
個
人
情
報
が

漏
え
い
し
た
場
合
の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
。
国
家
の
国
民
管
理
が

強
ま
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に

は
銀
行
口
座
と
ひ
も
づ
け
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
重
大
。

３
０
０
０
億
円
以
上
の
費
用
に

対
し
効
果
に
は
疑
問
符
が
付
く
。

　
例
年
６
月
に
実
施
し
て
い
る

管
内
視
察
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
延
期
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

メリットいっぱいマイナンバーカード（内閣府パンフ）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
へ

常
任
委
員
会

　
管
内
視
察
を
延
期



一般質問

論戦
ズバリここが知りたい

新型コロナウイルス感染症、第６次総合計画、
オンライン学習  など

① 布施谷裕泉
・新型コロナウイルス感染症をふまえた新たな町づくりにむけて
・災害対策の拡充に向けて
・危険空き家対策について

② 望月　貞明 ・新型コロナウイルス感染症の影響及び対策について

③  白鳥　金次 ・新型コロナウイルス感染症対策は

④ 渡辺　正男 ・新型コロナウイルス感染拡大防止の取り組みは
・国民健康保険特別会計の現状は

⑤ 小林　克彦
・第６次総合計画の重要施策について
・新型コロナウイルス感染症について
・国土調査事業の終了について

⑥ 山本　岩雄

・COVID-19への対応について　　　・佐野遺跡の整備計画について
・県の「気候危機突破方針」への対応について　
・電動アシスト自転車の活用について
・山ノ内町地域新エネルギービジョンについて

⑦ 西　　宗亮 ・新型コロナウイルス感染症拡大防止と今後の対策について
・ユニバーサルデザインへの取り組みについて

⑧ 徳竹　栄子 ・新型コロナウイルス感染症による町内経済への影響と支援策について
・学校教育について

  ６月４日、５日の２日間にわたり行われました。
　一般質問とは、住民から重大な期待と関心を持たれる大事な議員活動です。議員がその市町村の行政
全般にわたって、執行機関の疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。議員主導による政策議論
であることから、執行機関も十分な準備が必要となるため事前通告を行います。
　質問者 1 人の質問時間は 25 分です（答弁を含めて概ね 1 時間）。
　今議会の登壇議員は８人、傍聴者は３１人でした。

19 令和２年７月 議会だより第121号

※今議会は、感染症拡大防止のため、議員・答弁者・傍聴人全員がマスクの着用・手洗い等を行い、
　議場内は出入口や窓を開けて開催しました。また、傍聴人数を15人までと制限させていただきまし
　た。ご理解ご協力いただきありがとうございました。



一般質問

国
の
第
二
次
補
正
２
兆
円
、当
町
へ
の
交
付
金
の
使
途
は

質
問　

国
の
「
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」
第
一
次
補
正
で
当
町

へ
は
８
０
０
０
万
円
強
が
交
付

さ
れ
て
い
る
。
第
二
次
補
正
の

使
い
道
は
。

総
務
課
長　

１
億
６
０
０
０
万

円
程
は
見
込
め
る
が
、
ま
だ
確

定
は
し
て
い
な
い
。
情
報
も
ま

だ
具
体
的
に
は
来
て
い
な
い
が
、

町
に
と
り
何
が
重
要
か
と
考
え

れ
ば
そ
れ
は
産
業
振
興
で
は
な

い
か
。
そ
の
方
向
で
考
え
た
い
。

質
問　

観
光
産
業
の
事
業
継
続

と
い
う
視
点
で
考
え
れ
ば
、
固

定
資
産
税
の
減
免
が
大
き
な
意

味
を
持
つ
。
国
に
よ
る
固
定
資

産
税
の
減
免
措
置
は
令
和
３
年

度
分
の
み
で
、
今
年
度
に
お
い

て
は
状
況
に
応
じ
納
税
猶
予
に

留
ま
る
。
国
の
第
二
次
補
正
を

原
資
に
、
町
と
し
て
固
定
資
産

税
の
減
免
を
。

町
長　

市
町
村
で
の
減
免
実
施

は
大
変
厳
し
い
。
か
ね
て
よ
り

国
の
施
策
と
し
て
の
取
り
組
み

要
望
を
知
事
に
お
伝
え
し
て
お

り
、
よ
く
ご
理
解
い
た
だ
い
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
方
向

で
努
力
す
る
。

　　
質
問　

こ
れ
ま
で
国
同
様
、
町

と
し
て
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
力

を
注
い
で
き
て
い
る
が
、
コ
ロ

ロ
ナ
禍
を
契
機
に
変
わ
る
点
、

ま
た
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
は
。

観
光
商
工
課
長　

イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
つ
い
て
は
当
面
戻
ら
な
い

と
の
認
識
。
今
後
は
新
し
い
生

活
様
式
に
対
応
し
た
安
心
・
安

全
な
観
光
地
づ
く
り
が
重
要
。

具
体
的
に
は
業
界
の
皆
さ
ん
と

相
談
し
て
対
応
策
を
練
る
。

質
問　

町
と
し
て
の
見
解
は
。

教
育
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
下
、

学
び
を
保
証
で
き
る
環
境
整
備

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
国

の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

早
期
実
現
に
対
応
す
る
た
め
、

今
年
度
内
に
パ
ソ
コ
ン
端
末
の

整
備
を
予
定
。

質
問　

構
想
で
は
民
間
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
活
用
も
す
す
め
て
い

る
。
対
応
は
。

教
育
長　

現
実
に
地
元
の
方
か

ら
申
し
出
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
の
方
向
で
す
す
め
た
い
。

質
問　

実
態
は
。

建
設
水
道
課
長　

空
き
家
全
体

で
３
３
０
棟
。
そ
の
内
、
老
朽

化
空
き
家
が
17
棟
、
周
辺
影
響

空
き
屋
等
は
23
棟
。

質
問　

特
定
空
き
家
に
つ
い
て

は
い
か
が
か
。

建
設
水
道
課
長　

現
段
階
で
は

特
定
空
き
家
の
認
定
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

質
問　

須
賀
川
の
落
合
地
区
で

空
き
家
は
崖
上
に
あ
り
下
に
は

民
家
が
並
ぶ
。
こ
こ
は
地
す
べ

り
地
帯
で
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
指

定
さ
れ
て
お
り
常
に
危
険
と
隣

り
合
わ
せ
の
場
所
。
具
体
的
な

対
応
は
。

建
設
水
道
課
長　

現
地
は
確
認

し
て
お
り
、
実
感
で
は
特
定
空

き
家
と
認
定
し
て
い
い
と
思
う
。

地
元
の
意
見
も
聞
い
て
対
応
し

た
い
。

今、一番欲しいこと
それは事業継続に向
けた道筋。
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総
務
課
長
―
こ
の
町
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
産
業
振
興
、そ
の
方
向
で

※
２

布施谷裕泉のつぶやき

布
ふ

施
せ

谷
や

 裕
ひ ろ

泉
み

※ 1  GIGAスクール構想：
全国の児童・生徒に、一
人１台のＰＣやクラウド
活用を前提としたネット
環境の整備など５年間
の計画をまとめたもの
（2019 年に文科省が打
ち出した構想）。

※ 2　特定空き家：「そ
のまま放置すれば倒壊等
著しく保安上危険となる
おそれのある状態」など
設定４項目のいずれかに
あると認められる空き家
等を指す。

町
独
自
の
支
援
策
は

観
光
産
業

再
構
築
の
構
想
は

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
は

危
険
空
き
家
の

対
応
は

早急な対策が求められる地滑り区域の空き家

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※
１



一般質問

オンライン授業の環境整備は
教育長―端末１人１台で実現の方向へ

　コロナ禍で押印等、
非効率的な習慣が顕
在化。ＩＴ活用によ
る「新常識」の確立
が課題。

教
育
長　

学
習
課
題
を
郵
送
で

児
童
・
生
徒
に
配
付
、
回
答
を

下
駄
箱
で
回
収
、
県
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

教
材
の
配
付
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ｅ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
利
用
、

電
話
や
メ
ー
ル
に
よ
る
健
康
相

談
な
ど
を
行
っ
た
。

教
育
長　

休
校
日
数
は
25
日
間
。

夏
休
み
の
短
縮
と
行
事
の
精
選

で
授
業
時
間
を
捻
出
す
る
。

質
問　

臨
時
休
校
中
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
活
用
し
た
よ
う
だ
が
、

ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
い
る
家

庭
は
ど
の
程
度
か
。

教
育
次
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
小
学
校
で
90
％
、
中
学

校
が
81
・
３
％
で
あ
っ
た
。

質
問　

補
正
予
算
で
、
全
小
中

学
生
へ
の
パ
ソ
コ
ン
配
備
が
計

上
さ
れ
た
。
利
用
は
い
つ
頃
か
。

教
育
次
長　

予
算
案
の
議
決
後
、

早
急
に
導
入
手
続
き
を
と
る
。

質
問　

ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
第
2

波
、
第
３
波
が
襲
来
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
も
第
２
波
で
の
臨
時

休
校
も
あ
り
得
る
。
ネ
ッ
ト
環

境
が
整
っ
て
い
な
い
家
庭
に
補

助
を
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
環
境
整
備
の
考
え
は
。

教
育
長　

現
在
、
ネ
ッ
ト
設
置

の
支
援
は
な
い
が
、
端
末
１
人

１
台
が
実
現
す
る
中
で
、
家
庭

学
習
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

観
光
商
工
課
長　

国
・
県
の
持

続
化
補
助
金
は
町
内
15
件
。

県
・
町
連
携
コ
ロ
ナ
拡
大
防
止

協
力
金
・
支
援
金
は
約
３
０
０

件
。
ほ
ぼ
、
見
込
み
全
業
者
の

申
請
が
あ
っ
た
。
な
お
、
国
の

持
続
化
給
付
金
、
雇
用
調
整
助

成
金
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

質
問　

今
後
の
避
難
所
で
は
、

発
熱
者
な
ど
は
別
の
部
屋
を
用

意
し
、
他
の
避
難
者
と
分
け
る

必
要
が
あ
る
が
対
応
は
。

健
康
福
祉
課
長　

現
在
、
避
難

所
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
中
で

ま
だ
こ
れ
に
は
対
応
し
て
な
い
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
避
難

所
備
品
が
予
算
計
上
さ
れ
た
。

最
近
の
研
究
で
は
人
が
通
路
を

歩
く
と
床
に
落
ち
た
塵
と
ウ
イ

ル
ス
が
舞
い
上
が
り
、
床
付
近

の
避
難
者
に
感
染
す
る
恐
れ
が

あ
る
。
床
上
30
㎝
程
度
の
段
ボ

ー
ル
ベ
ッ
ド
は
安
全
。
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
の
備
蓄
検
討
は
。

消
防
課
長　

今
回
、
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
を
検
討
し
た
が
、
国
の

交
付
金
の
関
係
で
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
36
組
を
予
定
し
た
。

質
問　

新
聞
に
よ
れ
ば
北
信
地

方
の
医
師
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
３

回
要
請
し
た
が
保
健
所
は
こ
れ

を
断
っ
た
。
検
査
体
制
に
不
備

が
あ
る
よ
う
だ
。

健
康
福
祉
課
長　

中
高
医
師
会

が
北
信
保
健
福
祉
事
務
所
の
委

託
で
検
査
所
を
開
設
す
る
体
制

に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

質
問　

北
信
地
域
の
コ
ロ
ナ
患

者
の
受
け
入
れ
病
床
数
は
。

健
康
福
祉
課
長　

北
信
が
９
床
。

圏
域
で
満
床
の
場
合
、
他
で
50

床
。
県
全
体
で
２
１
７
床
確
保
。

質
問　

無
症
状
や
軽
症
者
の
受

け
入
れ
は
病
院
で
な
く
て
も
よ

い
が
、
ど
ん
な
態
勢
か
。

健
康
福
祉
課
長　

県
で
は
4
ホ

テ
ル
、
２
０
０
人
分
の
部
屋
確

保
を
計
画
し
て
い
る
。

21 令和２年７月 議会だより第121号

質
問

望
も ち

月
づ き

 貞
さ だ

明
あ き

望月貞明のつぶやき

臨
時
休
校
中
の

家
庭
学
習
は

休
校
し
た

授
業
の
補
充
は

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の

整
備
を

事
業
者
補
助
金
の

申
請
状
況
は

新
型
コ
ロ
ナ

対
応
避
難
所
は

北
信
地
域
の

医
療
体
制
は

京大　高等教育研究開発推進センター
支援サイトより

オンライン授業ってどんなもの？
オンライン授業には大きく分けて、
オンデマンド型と同時双方向型が
あります。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※１　国・県持続化補助金：
「新しい生活様式」に適応し
た事業形態への転換を促進す
るため、小規模事業者等が地
域の商工会の助言等を受けて
作成した経営計画に基づき、
テレワーク環境などの事業整
備に取り組む費用の一部を補
助するものです。	

※２　県・町連携コロナ拡大
防止協力金・支援金：新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止
のための長野県における緊急
事態措置等に伴い、休業要請
等に応じた事業者に対して
30 万円（県 20 万円、市町
村10万円）の協力金・支援
金を支給するもの。

※
１

※
２



一般質問

住
民
・
事
業
者
へ
の
支
援
施
策
は

町
長
―
必
要
な
支
援
策
を
引
き
続
き
継
続
し
て
い
く

夏土用の間日
昔からこの日に「う」
のつくものを食べる
と病気にならないと
いわれた。コロナ予
防に『何食べよ』。

町
長　

新
た
に
全
観
光
商
工
業

者
利
用
可
能
な
地
域
振
興
た
め
、

ま
た
、
一
部
の
方
が
大
量
に
購 

入
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
公
平

性
を
大
切
に
し
て
、
全
世
帯
を

対
象
と
し
た
超
お
得
な
４
割
の

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
も

予
定
し
て
い
る
。

質
問 

こ
の
難
局
を
乗
り
切
る

に
は
。

町
長 

い
ず
れ
に
し
て
も
、 

特
別
措
置
法
と
い
う
も
の
が
あ

る
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
ま

ず
は
コ
ロ
ナ
を
な
く
す
対
策
を

一
緒
に
な
っ
て
対
応
す
る
。
そ

の
次
に
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
後
の
対

策
を
や
っ
て
い
き
た
い
。
そ
れ

は
町
独
自
だ
け
で
や
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
の
で
、
県
・
国
と

の
情
報
を
共
有
し
、
ま
た
協
力

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
業
界
の
皆

さ
ん
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
な
が
ら
こ
の
難
局
を
乗

り
切
る
の
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
不
便
を

お
か
け
す
る
点
、
多
々
あ
る
が
、

一
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
て
精

い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

質
問 

財
源
確
保
の
施
策
は
。

総
務
課
長 

町
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
の
猶
予
、

入
湯
税
、
た
ば
こ
税
の
調
定
の

減
、
最
大
４
億
６
０
０
０
万
円

程
度
の
収
入
減
が
想
定
さ
れ
る
。

町
と
し
て
は
、
財
政
調
整
基
金
、

減
債
基
金
等
の
運
用
を
図
り
な

が
ら
、
一
時
的
な
減
収
に
対
応

し
た
い
。
状
況
に
よ
っ
て
は
令

和
２
年
度
、
３
年
度
に
限
り
、

税
の
徴
収
猶
予
に
伴
う
減
収
額

を
埋
め
る
た
め
に
、
国
の
定
め

る
範
囲
内
で
の
猶
予
特
例
債
の

発
行
も
検
討
し
、
財
源
確
保
を

し
て
い
く
。

質
問 

事
業
の
見
直
し
は
。

総
務
課
長 

仮
に
先
送
り
し
た 

場
合
で
も
、
来
年
度
、
あ
る
い

は
再
来
年
度
行
う
こ
と
と
な
り
、

そ
の
時
点
で
事
業
が
集
中
す
る

こ
と
で
、
限
ら
れ
た
職
員
配
置

の
中
で
、
事
務
量
の
増
加
も
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
予

算
化
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
再
度
事
業
精
査
の
上
、

執
行
し
て
い
く
予
定
で
い
る
。

質
問 

小
学
校
・
中
学
校
・
高

等
学
校
の
運
動
会
、
文
化
祭
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
中
止

に
伴
う
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
心

の
ケ
ア
の
取
り
組
み
は
。

教
育
次
長 

様
々
な
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
活
動
の
集
大
成
、

発
表
の
場
が
失
わ
れ
、
大
変
な

状
況
と
認
識
し
て
い
る
が
、
児

童
・
生
徒
の
健
康
、
命
が
第
一
。

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
中
で
、

代
替
と
な
り
得
る
場
を
、
上
部

組
織
で
検
討
し
て
い
る
の
で
、

検
討
結
果
を
見
守
っ
て
い
く
。

質
問 

子
ど
も
た
ち
は
宝
、
経

済
活
動
の
再
生
と
同
等
の
取
り

組
み
を
。

教
育
長 

私
も
子
ど
も
は
地
域

の
宝
と
思
っ
て
い
る
。
学
校
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
み
ん

な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
対
応

し
て
い
き
た
い
。

老朽化により改築される戸狩区公会堂
令和２年度コミュニティ助成事業補助金が活用される
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質
問

白鳥金次のつぶやき

白
し ろ と り

鳥 金
き ん

次
じ

町
税
収
納（
減
収
）

の
対
処
対
策
は

※１　特別措置法：緊急事
態などに際して現行の法制
度では対応できない場合に、
期間や目的などを限って集
中的に対処する目的で特別
に制定される法律。新型コ
ロナウイルス感染症はこの
法律が適用された。	

※２　コミュニティ助成事
業：コミュニティの健全な
発展を図るとともに	宝く
じの普及広報事業を行うこ
とを目的として	（一財）自
治総合センターが宝くじ普
及広報に係る収入を財源と
して行っている事業。この
助成事業の対象は、コミュ
ニティ組織（区・組・コミュ
ニティ団体等）、地域で活
動する団体が対象。

学
校
教
育
の
支
援
は

質
問

質
問

質
問

質
問

※２

※
１



一般質問

質
問　

申
請
方
法
別
の
内
訳
は
。

総
務
課
長　

手
書
き
申
請
は
２

３
２
、
郵
送
は
３
９
９
５
、
オ

ン
ラ
イ
ン
は
59
、
口
座
を
持
た

な
い
方
の
現
金
給
付
は
10
、
合

計
で
４
２
９
６
世
帯
か
ら
申
請

が
あ
っ
た
。

質
問　

事
務
の
人
員
体
制
は
。

総
務
課
長　

企
画
係
４
人
と
各

課
応
援
４
人
の
８
人
体
制
で
対

応
し
て
い
る
。
記
載
内
容
の
確

認
や
添
付
漏
れ
対
応
で
時
間
が

か
か
り
大
変
だ
っ
た
。

観
光
商
工
課
長　

観
光
連
盟
の

取
り
組
み
と
し
て
、
町
農
林
課
、

Ｊ
Ａ
な
が
の
や
信
州
な
か
の
産

業
・
観
光
公
社
と
の
連
携
の
も

と
、
旅
館
等
の
従
業
員
の
希
望

者
39
人
に
つ
い
て
農
作
業
等
に

係
る
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
き
て

い
る
。
今
回
の
機
会
が
生
じ
た

こ
と
に
よ
り
、
観
光
と
農
業
の

相
互
理
解
、
連
携
が
一
層
進
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

観
光
商
工
課
長　

４
月
に
観
光

連
盟
が
行
っ
た
緊
急
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
２
～
８
月
の
宿

泊
キ
ャ
ン
セ
ル
状
況
は
12
万
６

０
０
０
人
泊
。
宿
泊
料
だ
け
で

も
約
12
億
６
０
０
０
万
円
の
損

失
。
観
光
消
費
額
の
３
月
対
前

年
比
較
で
は
72
・
５
％
と
な
り
、

1
か
月
だ
け
で
約
７
億
７
０
０

万
円
の
損
失
。
営
業
自
粛
要
請

と
関
連
事
業
者
の
影
響
も
考
慮

す
る
と
、
４
～
５
月
は
さ
ら
に

大
き
な
損
失
額
に
な
る
。

質
問　

町
独
自
の
支
援
策
は
。

総
務
課
長　

５
月
12
日
の
観
光

連
盟
か
ら
の
要
望
書
を
受
け
、

２
つ
の
支
援
策
を
今
回
補
正
予

算
に
計
上
し
た
。
国
の
持
続
化

給
付
金
の
10
万
円
上
乗
せ
に
１

０
０
０
万
円
、
観
光
関
連
団
体
、

観
光
協
会
等
の
会
員
の
会
費
負

担
の
軽
減
分
を
補
助
す
る
団
体

育
成
事
業
に
１
０
０
０
万
円
を

計
上
し
た
。
今
後
は
、
国
の
臨

時
交
付
金
２
兆
円
規
模
の
積
み

増
し
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ど

ん
な
事
業
が
適
切
か
を
検
討
し

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。

町
長　

関
係
者
や
団
体
の
要
望

を
聞
き
な
が
ら
可
能
な
限
り
支

援
を
す
る
ほ
か
、
国
・
県
に
対

し
て
さ
ら
な
る
経
済
支
援
策
を

要
望
し
て
い
く
。

質
問　

自
身
の
給
与
ゼ
ロ
が
３

か
月
目
、
従
業
員
は
全
員
解
雇

と
い
う
ホ
テ
ル
経
営
者
か
ら
メ

ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。
上
田
市

菅
平
の
ホ
テ
ル
へ
の
上
限
３
０

０
万
円
の
給
付
金
制
度
を
示
し
、

観
光
に
対
す
る
他
市
町
村
の
支

援
策
を
見
習
っ
て
ほ
し
い
と
の

内
容
だ
っ
た
。
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

総
括
的
に
観
光
連
盟
を

窓
口
に
、
一
緒
に
な
っ
て
観
光

商
工
業
の
振
興
に
取
り
組
も
う

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
要
望

書
を
受
け
、
補
正
予
算
で
対
応

し
た
。
個
々
の
そ
う
い
っ
た
声

を
集
約
し
て
い
た
だ
い
た
も
の

が
要
望
書
と
理
解
し
て
い
る
。

質
問　

松
本
市
や
千
曲
市
で
も

宿
泊
定
員
数
に
応
じ
た
給
付
金

を
用
意
し
た
。
こ
れ
ら
も
参
考

に
し
て
国
の
二
次
補
正
に
対
応

し
て
ほ
し
い
。

新型コロナ対策　町独自の支援策を
町長―要望を聞き可能な限り支援する

法定選挙費用は
約5420万円。
なのに党本部から
１億5000万円。
推して知るべし。
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質
問

松本市独自給付金（松本市ＨＰより）

特
別
定
額
給
付
金
の

申
請
・
給
付
状
況
は

渡
わ た

辺
な べ

　正
ま さ

男
お

渡辺正男のつぶやき

旅
館
・
ホ
テ
ル
従
業

員
雇
用
確
保
策
の
取

り
組
み
は

観
光
商
工
業
の

損
失
額
は

町
の
経
済
を
ど
う

立
て
直
し
て
い
く
か

質
問

質
問

質
問

質
問



一般質問
質
問　

本
年
度
で
終
了
す
る
国

土
調
査
事
業
の
概
要
は
。

農
林
課
長　

調
査
対
象
は
全
町

面
積
か
ら
、
山
林
等
を
除
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
調
査
中

の
寒
沢
地
区
を
も
っ
て
完
了
す

る
。

質
問　

測
量
基
準
点
の
維
持
管

理
の
重
要
性
が
住
民
に
理
解
さ

れ
て
い
る
か
。

農
林
課
長　

基
準
点
の
設
置
に

あ
た
っ
て
は
地
元
説
明
会
で
、

承
諾
を
得
て
い
る
。
管
理
に
つ

い
て
は
、
町
内
に
約
１
万
点
と

い
う
設
置
数
の
多
さ
で
あ
る
。

壊
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
復

元
し
て
い
る
。

質
問　

答
弁
に
な
か
っ
た
が
、

事
業
期
間
約
40
年
、
事
業
費
は

3
／
4
を
国
・
県
の
補
助
を
受

け
約
20
億
円
近
い
大
事
業
で
あ

る
。
こ
の
成
果
を
住
民
が
有
効

活
用
す
る
時
に
基
準
点
が
重
要

と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

農
林
課
長　

座
標
で
点
を
決
め

て
い
る
の
で
、
重
要
だ
と
思
う
。

質
問　

基
準
点
の
座
標
値
の
利

用
に
よ
り
、
求
め
る
位
置
を
特

定
で
き
る
大
切
な
点
で
あ
り
、

住
民
へ
の
周
知
が
重
要
で
あ
る
。

質
問　

す
で
に
主
要
果
樹
は
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
る
が
、
生
産
量
の

実
数
を
把
握
し
て
い
る
か
。

農
林
課
長　

品
質
は
高
い
評
価

を
受
け
て
お
り
、
販
売
量
は
Ｊ

Ａ
な
が
の
実
績
で
は
、
ぶ
ど
う

が
増
加
傾
向
で
、
り
ん
ご
や
桃

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

質
問　

全
量
が
Ｊ
Ａ
出
荷
で
は

な
い
現
状
か
ら
町
の
集
計
は
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
は
ど
う
な
の
か
。

農
林
課
長　

農
地
管
理
シ
ス
テ

ム
を
活
用
で
き
る
状
態
に
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。

質
問　

農
地
も
地
籍
調
査
が
終

了
、
航
空
写
真
も
あ
り
、
補
充

デ
ー
タ
は
現
地
調
査
で
ほ
と
ん

ど
揃そ

ろ

い
、
推
計
値
は
比
較
的
容

易
に
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

農
林
課
長　

市
場
に
打
っ
て
出

る
た
め
に
も
正
確
な
生
産
量
の

把
握
の
手
段
と
し
て
Ｇ
Ｉ
Ｓ
も

含
め
た
検
討
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
か
と
思
う
。

町
長　

導
入
経
過
、
活
用
は
把

握
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
十
分

内
容
を
詰
め
て
み
た
い
。

質
問　

農
道
の
技
術
基
準
は
規

定
が
な
い
よ
う
で
あ
る
が
。

農
林
課
長　

基
準
は
設
け
て
い

な
い
が
、
町
道
の
構
造
基
準
で

造
る
の
が
一
般
的
だ
。

質
問　

町
内
の
果
樹
地
帯
は
勾

配
が
き
つ
く
危
険
な
箇
所
が
多

い
。
特
に
高
齢
者
に
は
危
険
。

改
良
・
拡
幅
、
新
設
を
計
画
す

べ
き
時
期
で
あ
る
が
。

農
林
課
長　

度
々
要
望
が
あ
る

が
、
補
助
要
綱
は
な
い
。
今
の

と
こ
ろ
原
材
料
支
給
の
助
成
措

置
で
あ
る
が
、
現
状
は
認
識
し

て
い
る
。

大切な測量基準点
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境界杭以上に基準
点を大切にしてく
ださい。

国
土
調
査
・
測
量
基
準
点
の
維
持
管
理
の
状
況
は

農
林
課
長
―
随
時
復
元
は
実
施
し
て
い
る

小林克彦のつぶやき

小
こ ば や し

林　克
か つ ひ こ

彦

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

農
業
の
生
産
量
の

維
持
・
品
質
は

※

※ＧＩＳ（地理情報シ
ステム）：地理的位置
に関する情報を持った
データを管理・加工し
高度な分析を可能とす
る技術。
農業分野では土地一筆
毎に所有者・面積・栽
培作物・栽培方法等の
必要とされる情報を電
子化。この活用により
統計や分析等が迅速に
行うことができる。



　
　

一般質問

質
問　

長
期
休
校
の
課
題
は
。

教
育
長　

長
期
休
業
に
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
が
有
効
。

質
問　

１
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン

の
整
備
形
態
は
。

教
育
次
長　

リ
ー
ス
に
よ
る
児

童
・
生
徒
全
員
の
契
約
。

質
問　

端
末
の
形
態
は
。

教
育
次
長　

キ
ー
ボ
ー
ド
分
離

型
、
ア
イ
パ
ッ
ト
、
ノ
ー
ト
型

パ
ソ
コ
ン
の
３
種
類
で
検
討
中
。

質
問　

通
信
回
線
形
態
は
。

教
育
次
長　

校
舎
内
で
は
通
信

速
度
10
ギ
ガ
へ
の
工
事
を
行
う
。

家
庭
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
契
約
を
超
え
て
増
強
す
る
制

度
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。

質
問　

遠
隔
教
育
で
の
課
題
は
。

教
育
次
長　

ネ
ッ
ト
環
境
の
危

険
防
止
の
た
め
の
明
確
な
ル
ー

ル
作
り
、
提
供
側
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
の
研
修
等
が
必
要
。

質
問　

学
芸
員
募
集
に
対
す
る

反
応
は
。

教
育
長　

現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。

質
問　

整
備
計
画
は
第
１
・
第

２
史
跡
公
園
に
関
わ
る
の
か
。

教
育
長　

両
方
に
関
わ
る
計
画
。

質
問　

佐
野
遺
跡
の
発
掘
は
ど

の
く
ら
い
行
わ
れ
て
い
て
、
そ

の
報
告
書
は
閲
覧
可
能
か
。

教
育
次
長　

第
１
次
～
第
５
次
、

そ
の
ほ
か
工
事
や
住
宅
の
新
築

に
よ
る
緊
急
発
掘
等
で
、
閲
覧

は
教
育
委
員
会
で
可
能
。

健
康
福
祉
課
長　

県
の
「
環
境

非
常
事
態
宣
言
」
に
賛
同
表
明

を
し
て
、
県
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
他
市
町
村
と
連
携
し
て

進
め
る
。

質
問　
「
世
界
首
長
誓
約
」
の

署
名
の
考
え
は
。

町
長　

内
容
を
確
認
し
て
、
今

後
考
え
て
い
く
。

質
問　

地
域
の
特
性
に
合
致
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
。

総
務
課
長　

太
陽
光
発
電
、
小

水
力
発
電
、
温
泉
熱
利
用
、
雪

氷
熱
利
用
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

質
問　

町
民
・
事
業
者
・
行
政

の
協
業
の
実
状
は
。

総
務
課
長　

住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
で
は
平

成
23
年
か
ら
昨
年
度
ま
で
46
件

５
９
０
万
円
、
温
泉
熱
利
用
設

備
導
入
支
援
補
助
で
は
同
じ
く

26
件
６
５
０
万
円
の
補
助
を
行

っ
て
い
る
。
小
水
力
発
電
は
、

業
者
か
ら
問
い
合
わ
せ
も
あ
る

が
施
設
設
置
に
は
至
っ
て
い
な

い
。

質
問　

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

の
保
有
目
的
、
そ
の
数
と
保
管

場
所
は
。

総
務
課
長　

町
民
や
来
町
者
の

買
い
物
や
観
光
目
的
で
無
料
貸

し
出
し
を
し
て
い
る
。
楓
の
湯

に
５
台
、
役
場
に
３
台
を
保
管
。

質
問　

利
用
実
績
は
。

総
務
課
長　

累
計
使
用
台
数
は
、

平
成
30
年
で
、
楓
の
湯
で
３
３

０
台
、
役
場
で
30
台
。

長期休業に対して遠隔学習は
教育次長―パソコン等の持ち帰り使用は想定している

国史跡指定当時の佐野遺跡
（『山ノ内町の文化財』昭和58年刊より）

人類の歴史の一面は
疫病との戦いである。
これには必ず勝利し
たい。

質
問

25 令和２年７月 議会だより第121号

長
期
休
校
で
の

学
習
は

山
や ま も と

本 岩
い わ

雄
お

山本岩雄のつぶやき

佐
野
遺
跡
の

整
備
計
画
は

県
の「
気
候
危
機
突
破

方
針
」へ
の
対
応
は

町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
の
取
り
組

み
の
現
状
は

電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
の
活
用
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※
１

※
２

※１　気候危機突破方針：県
は2019年12月６日に、「気
候非常事態宣言（2050ゼロ
カーボンへの決意）を宣言し
た。これを踏まえて2020年
４月１日、2050年度に二酸
化炭素排出量をゼロにするた
めの方針を策定。

※２　世界首長誓約：宣誓し
た自治体には、2030年の温
暖化ガス排出量を国の削減目
標以上を目指すことなど３つ
の義務が課せられる。長野県
では高山村と松本市の２自治
体が署名。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
と
今
後
の
対
策
は

町
長
―
引
き
続
き
拡
大
防
止
と
地
域
経
済
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
く

“やらずして悔いるよ
り、やってから悔いろ”
「あ～ぁ　あれやっと
けばよかったナア」と
悔いることばかり。

質
問　

緊
急
事
態
宣
言
は
解
除

さ
れ
た
が
、
今
後
町
民
生
活
の

安
全
・
安
心
を
ど
う
確
保
し
て

い
く
の
か
。

町
長　

感
染
症
が
終
息
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
長
期
に
及
ぶ
こ

と
を
前
提
に
感
染
拡
大
防
止
と

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
地

域
経
済
の
再
生
、
そ
し
て
、
少

し
で
も
町
民
益
に
な
る
よ
う
に

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
対
策
も
含
め

き
ち
っ
と
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

今
だ
か
ら
こ
そ
英
知
を

結
集
し
て
骨
太
で
力
強
く
町
民

が
安
心
と
元
気
が
出
る
よ
う
に

例
え
ば
上
乗
せ
給
付
や
消
毒
液

の
配
布
な
ど
住
民
生
活
に
直
結

す
る
町
独
自
の
支
援
策
も
講
ず

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

確
認
し
て
あ
る
。

質
問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
紛

ら
わ
し
い
表
現
が
あ
る
。

　

４
～
５
月
は
前
年
同
月
と
比

べ
て
件
数
、
金
額
と
も
増
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
町

民
か
ら
の
実
績
は
あ
る
か
。

総
務
課
長　

過
去
に
は
あ
っ
た

が
、
返
礼
品
の
こ
と
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
以
降
は
な
い

と
記
憶
し
て
い
る
。

質
問　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
違
い
は

ど
う
認
識
す
べ
き
と
考
え
る
か
。

人
権
政
策
室
長　

バ
リ
ア
フ
リ

ー
は
障
が
い
者
、
高
齢
者
な
ど

が
生
活
に
支
障
と
な
る
物
理
的

障
壁
を
取
り
除
く
考
え
で
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
最
初

か
ら
あ
ら
ゆ
る
人
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
考

え
方
で
あ
り
、
広
い
視
野
で
見

れ
ば
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
一
部
で
あ

る
と
も
考
え
る
。

質
問　
「
第
二
次
人
権
に
関
す

る
総
合
計
画
」
の
総
括
と
令
和

３
年
度
か
ら
の
「
第
三
次
総
合

計
画
」
策
定
は
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

町
長　

第
二
次
総
合
計
画
の
中

に
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
考
え
方
も
あ
る
。
障
が
い
の

有
無
、
性
別
、
年
齢
、
外
国
人

な
ど
全
て
の
人
が
お
互
い
の
人

権
や
尊
厳
を
大
切
に
し
、
支
え

あ
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
第

三
次
の
計
画
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

町
長　

町
も
職
員
も
英
知
を
結

集
し
な
が
ら
他
の
状
況
も
参
考

に
し
て
施
策
を
講
じ
て
い
く
。

町
内
５
０
０
０
世
帯
に
公
平
感

を
持
っ
た
商
品
券
の
取
り
扱
い

も
考
え
て
お
り
、
次
亜
塩
素
酸

な
ど
の
消
毒
液
も
含
め
補
正
予

算
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　

様
々
な
施
策
や
事
業
を

展
開
し
て
い
く
中
で
、
財
源
的

に
大
変
厳
し
い
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。他
の
自
治
体
で
の「
ふ

る
さ
と
納
税
」
活
用
や
拡
大
事

例
が
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
町
民

も
居
住
し
て
い
る
山
ノ
内
町
に

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
で
き
る

と
考
え
て
よ
い
か
。

総
務
課
長　

制
度
上
、
居
住
し

て
い
る
自
治
体
へ
も
で
き
る
と

骨
太
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
を

６月１日ようやく始まったグランドでの
運動授業、でもマスク着用姿も

質
問

西　宗亮のつぶやき

西
に し

　 宗
そ う

 亮
す け

※ユニバーサルデザイ
ン：あらかじめ、障が
いの有無、年齢、性別、
人種等にかかわらず多
様な人々が利用しやす
いよう都市や生活環境
をデザインする考え方。

「
人
権
に
関
す
る
総
合

計
画
」
は
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
も
っ
と

取
り
入
れ
て
策
定
す

べ
き
で
は

※

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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一般質問
　
　

観
光
商
工
課
長　

観
光
消
費
額

は
３
月
の
み
７
億
７
０
０
万
円

の
減
。
８
月
は
例
年
約
48
億
円

の
消
費
額
が
あ
る
。
今
後
も
大

き
な
影
響
が
出
る
と
認
識
し
て

い
る
。

質
問　

志
賀
・
北
志
賀
の
夏
シ

ー
ズ
ン
の
合
宿
な
ど
団
体
旅
行

は
全
滅
に
近
い
。
私
が
30
年
度

消
費
額
の
統
計
を
基
に
11
月
迄

試
算
す
る
と
約
80
億
の
損
失
の

予
想
。
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

町
長　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
対
策

を
、
業
界
の
皆
さ
ん
と
県
と
連

携
し
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

社
協
の
緊
急
小
口
・
総

合
支
援
資
金
申
請
合
計
数
34
件
、

今
後
も
迅
速
丁
寧
な
対
応
を
。

健
康
福
祉
課
長　

旅
館
等
の
従

業
員
が
多
い
の
で
情
勢
を
見
守

り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

２
０
２
０
年
度
版
政
府

の
中
小
企
業
白
書
に
よ
る
と
宿

泊
業
は
売
上
が
な
い
場
合
、
現

金
・
預
金
等
の
固
定
費
は
６
か

月
し
か
も
た
な
い
。
ど
う
受
け

と
め
る
か
。

町
長　

行
政
は
灯
台
の
役
割
と

し
て
営
業
が
続
け
ら
れ
る
よ
う

職
員
と
と
も
に
、
業
界
・
県
の

協
力
を
得
て
対
応
す
る
。

質
問　

経
営
が
厳
し
い
中
、
旅

館
業
者
が
支
払
っ
て
い
る
家
屋

の
固
定
資
産
税
、
償
却
資
産
税

だ
け
で
も
合
計
約
４
億
２
０
０

０
万
円
で
あ
る
。
全
国
宿
泊
３

団
体
も
令
和
２
年
度
に
お
い
て

も
遡
及
し
令
和
３
年
度
の
減
免

措
置
を
適
用
し
て
欲
し
い
と
提

言
し
て
い
る
。
町
と
し
て
も
要

望
し
て
欲
し
い
。

町
長　

緊
急
事
態
な
の
で
さ
ら

に
強
く
県
に
要
望
し
て
い
く
。

総
務
課
長　

中
止
事
業
費
総
額

２
２
０
０
万
円
余
は
、
収
入
支

出
の
増
減
が
生
じ
た
り
色
が
つ

い
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で

ど
の
事
業
に
使
う
か
は
、
こ
の

部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
し
、
減
っ
た
分
に
あ
た

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
ふ
う
な
判
断
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

観
光
商
工
課
長　

各
旅
館
に
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
徹
底
、
事

業
者
へ
感
染
防
止
の
製
品
購
入

費
の
補
助
、
安
心
安
全
な
観
光

地
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

町
長　

国
の
二
次
補
正
で
、
安

心
安
全
な
町
へ
の
具
体
策
を
県

と
協
議
し
て
対
応
し
た
い
。

質
問　

小
中
学
校
生
の
各
家
庭

に
Ｗ
ｉ
・
Ｆ
ｉ
が
整
備
さ
れ
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
今
後

必
要
不
可
欠
と
考
え
る
が
。

教
育
次
長　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
の
な
い
家
庭
の
支
援
も
検

討
し
て
い
く
中
、
今
回
配
備
す

る
端
末
機
を
家
庭
へ
持
ち
帰
る

制
度
を
設
け
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

質
問　

双
方
向
型
授
業
は
い
つ

取
り
入
れ
ら
れ
る
の
か
。

教
育
次
長　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

は
１
０
０
％
い
い
と
思
わ
な
い
。

課
題
が
多
く
慎
重
に
考
え
る
。

コロナ感染症拡大の経済支援策は
町長―関係機関と連携し支援していく

外出自粛や渡航制限が解除になったら何したい。
　観光経済新聞　ＪＴＢ総合研究所より

2018年度県内の
林間・学習旅行・
スポーツ合宿等
延べ約86万人泊。
事業の柱だ。志賀・
北志賀は危機的だ。

町
内
経
済
へ
の

影
響
は

徳竹栄子のつぶやき

徳
と く

竹
た け

 栄
え い

子
こ

中
止
と
な
っ
た

事
業
費
を
支
援
策
に

安
全
安
心
な
観
光
地

に
す
る
支
援
策
を

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

の
推
進
を

質
問

質
問

※１　全国宿泊３団体
：日本旅館協会・全日
本シティホテル連盟・
全国旅館ホテル生活衛
生同業組合連合会

※２　ガイドライン：
宿泊３団体が専門家会
議の提言に従って宿泊
施設における新型コロ
ナ対応策を定めたもの

安
定
し
た

生
活
支
援
を

「
固
定
資
産
税
」

の
減
免
を

質
問

質
問

質
問

質
問

※
１

※
２
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議会全員協議会

請願･陳情みなさんからの

陳情・議会全員協議会・議会運営委員会（活性化）

受理番号 件　名 陳情者 採決結果

陳情第３号 森林整備の推進に関する陳情書
北信州森林組合
代表理事組合長　　中山　稿一
（令和２年４月26日～　清水　侃）

採　択

全会一致

陳情第４号
「最低賃金の改善と中小企業支援
の拡充を求める意見書」の採択
を求める陳情書

中高地区労働組合連合会
議長　　村松　卓広 継続審査

陳情第５号 医師養成定員を減らす政府方針
の見直しを求める陳情書

長野県医療労働組合連合会
執行委員長　小林　吟子

採　択
全会一致

（意見書提出）

議会運営委員会（活性化）
第６回（４月1６日）　⑴議会報告会について

第7回（６月2日）
　⑴議会側からの提出案件
　　①地方議会議員の厚生年金制度への加入を求
　　　める意見書について
　　②第13回議会報告会まとめについて

第8回（６月17日）
　⑴執行機関側からの提出案件
　　①第６次総合計画基本構想骨子（案）について
　　②地域防災計画の改訂について
　　③第２期子ども・子育て支援事業計画の策定
　　　について
　　④いのち支える自殺対策推進計画の策定に
　　　ついて

第６回（5月8日）
　⑴執行機関側からの提出案件
　　①新型コロナウイルス感染拡大防止対策につ
　　　いて
　　②新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に
　　　ついて
　　　・特別定額給付金事業（仮称）について
　　　・拡大防止協力企業等特別支援事業につい
　　　　て
　　③新型コロナウイルス感染症傷病手当金（国
　　　保・後期高齢者）の創設について
　⑵議会側からの提出事件
　　①議会（委員会）構成について
　　②第13回議会報告会まとめについて

コロナウイルス感染対策下における議員活動について
　４月２３日に議長より新型コロナウイルス感染対策における議員活動を下記のように要請されました。
　　・感染者並びに関係者への差別が起きないよう啓発すること
　　・前線で奮闘している方々の活動を見守ること
　　・地域の皆様に感染予防と感染拡大防止策の徹底
　　・人との接触については最低でも7割、できるだけ8割減らすこと
　　・不要不急の外出を避ける
　　・手洗いや消毒、マスクの着用などの徹底
　議会運営委員会においても、５月６日までは議会及び議員の活動を自粛することとしました。
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編
集
後
記

　
今
６
月
議
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る
議
会

と
な
り
、
一
般
質
問
を
は
じ

め
、
議
案
の
多
く
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
も
の
と
な

り
、
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
一
色
と
な

り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
終
息

と
経
済
復
興
を
心
か
ら
祈
念
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
素

敵
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
先

日
次
女
が
駅
に
お
弁
当
袋
ご
と

忘
れ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

駅
に
電
話
し
て
も
何
も
な
い
と

言
わ
れ
、
娘
も
悲
し
げ
で
し
た
。

し
か
し
、
娘
は
そ
れ
で
も
と

思
っ
て
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
も

う
一
度
駅
に
電
話
し
た
ら
、
届

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
翌
日
通
学
の
際
に
取

り
に
行
く
こ
と
を
約
束
し
て
、

翌
朝
駅
で
申
し
出
る
と
、

「
は
い
、
昨
日
の
お
弁
当
袋
で

す
。
中
も
洗
っ
て
お
い
た
よ
。」

　
こ
ん
な
時
だ
け
に
、
こ
こ
ま

で
し
て
く
れ
る
人

が
世
の
中
に
い
て

く
れ
て
、
あ
り
が

た
い
で
す
。 　

湯
本
晴
彦　
記

みんなのひろば

み
ん
な
の

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

　

町
総
合
開
発
公
社
の
担
当
者
や

タ
ケ
ノ
コ
皮
む
き
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
は
、
町
の
特
産
品
で
あ
る
「
サ

バ
タ
ケ
」
の
メ
イ
ン
に
な
る
志
賀

高
原
産
根
曲
が
り
竹
の
皮
む
き
に

精
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の

エ
リ
ア
は
一
般
の
入
山
は
禁
止
で

タ
ケ
ノ
コ
狩
り
は
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
我
が
町
の
特
産
品
で
あ

る
「
サ
バ
タ
ケ
」
を
今
年
も
多
く

の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
元
気
を

取
り
戻
し
て
ほ
し
い
と
毎
日
持
ち

込
ま
れ
る
約
３
０
０
㎏
の
タ
ケ
ノ

コ
を
10
人
以
上
の
チ
ー
ム
が
分
担

し
な
が
ら
手
際
よ
く
作
業
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　
「
３
密
」
を
避
け
る
た
め
に
出

入
り
口
を
開
け
払
い
換
気
を
し
な

が
ら
し
っ
か
り
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と

っ
て
の
作
業
は
７
月
上
旬
ま
で
の

約
１
か
月
間
続
き
ま
す
。

　　

つ
つ
み
住
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の

皆
さ
ん
は
、
地
域
の
独
居
老
人
世

帯
や
小
学
校
へ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
に
役
立
て
て
も
ら

お
う
と
多
く
の
皆
さ
ん
に
手
作
り

マ
ス
ク
や
既
製
マ
ス
ク
の
寄
贈
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
寄
贈
し
て

も
ら
っ
た
マ
ス
ク
の
材
料
に
な
る

色
々
な
布
や
ゴ
ム
で
作
っ
て
も
ら

っ
た
布
マ
ス
ク
は
色
も
柄
も
カ
ラ

フ
ル
で
、
か
け
て
い
て
も
楽
し
く

な
る
も
の
ば
か
り
。

　

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
み
ん
な

元
気
で
こ
の
難
局
を
乗
り
切
ろ
う

と
ど
ち
ら
の
チ
ー
ム
も
願
い
を
込

め
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
応
援
協
力
し
た
い
も

の
で
す
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

　
み
ん
な
元
気
で

　
　
こ
の
難
局
を
乗
り
切
ろ
う

疫病除け祈願のお札とマスク箱

　

例
年
よ
り
早
い
春
を
迎
え
た
の
も
つ
か
の
間
、
世
界
を
震
撼
さ
せ
る

事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。
中
国
武
漢
か
ら
発
生
し
た
と
い
わ
れ
る
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
は
、
瞬
く
間
に
全
世
界
に
拡
大
し
今
な
お
感
染

は
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
思
い
を
強
く
抱
い
て
頑
張
っ
て
い
る
チ
ー
ム
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

手
作
り
布
マ
ス
ク

チ
ー
ム

柄や色も楽しい手作りマスク

持ち込まれた根曲がり竹の皮むきに励むチーム

タ
ケ
ノ
コ
皮
む
き

チ
ー
ム


